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角を系統的に操作して 5 条件［30 度・60 度・90 度・120 度・180 度］設定して実験を行った。
実験 1 では，「視覚経験の有無」と「鋏角」を要因として触覚 ML の錯視量を調べた。視覚経
験あり条件（健常者）は，［30 度・60 度］と［90 度・120 度］と［180 度］の間で錯視量に
有意差が認められた。他方，視覚経験なし条件（視覚障害者）は，［30 度・60 度・90 度・











The Effect of acute angles on the haptic Müller-Lyer illusion Comparison in blind 
and sighted people.
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いても生じる（Fry, 1975; Hatwell,1960; Over, 1966, 
1967; Patterson & Deffenbacher, 1972; Rudel & 



































& Travieso,1999; Heller, Brackett, Wilson, Yoneyama, 





















　一方，健常者の視覚 ML と触覚 ML に関連性が
認められる研究結果に基づいて，健常者の触覚
ML は奥行き知覚と無関係ではないと推測する研究
者がいる。Gentaz, Camos, Hatwell, & Jacquet,（2004）
121伊藤　尚枝：触覚のミュラー・リヤー錯視における鋏角の影響
によれば，視覚の ML 錯視量と，触覚の ML 錯視
量は相関するという。また，Rudel & Teuber（1963）


































量には差がないと報告されているが（Casla et al., 












が少ないと考えられる。例えば，Heller et al. （2002）
の実験で取り上げた鋏角は，70 度と 180 度，0 度
（矢羽根なし）であった。また，Suzuki & Arashida
（1992）は，90 度と 180 度と 0 度だった。
　そこで，本実験では，鋏角を５条件（30 度，60



























































だった（F（1,12）＝ 5.81, p <.05）。鋏角×視覚経




と 60 度で視覚経験に有意差があった（30 度 : F



































    30度     60度     90度    120度    180度
M 13.95 14.25 13.83 14.20 15.33
SD 0.21 0.57 1.05 0.50 0.75
M 13.03 13.28 13.93 14.06 14.74




















注.  *p <.05; **p<.01 
30度 60度 90度 120度 180度





注.  *p <.05; **p<.01 
30度 60度 90度 120度 180度










































示して，反転すると答えた数が 1 ～ 5 の参加者 8
名を低条件として，反転数が 8 ～ 12 の参加者 9
名を高条件とした。
２）実験計画
　2 要因の混合計画だった。第 1 の要因は，奥行
き手がかりに対する敏感さ 2 条件（高条件／低条
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5 6 7 8














て PSE を測定した。参加者 1 人につき，鋏角 5 条














60 度と 180 度の 3 つの鋏角で有意だった（30 度 : 
F（1,54）=5.04, p <.05; 60 度 : F（1,54）=4.61, p <.05; 

























    30度     60度     90度    120度    180度
M 12.23 12.23 12.51 12.44 14.36
SD 1.20 1.27 2.20 1.78 1.10
M 10.22 10.31 12.42 11.56 11.87


























が鈍角［90・120 度］から鋭角［30 度・60 度］へ
変化するにつれて，段階的に錯視量が増加した。



























注.  *p <.05; **p<.01 
30度 60度 90度 120度 180度





注.  *p <.05; **p<.01 
30度 60度 90度 120度 180度
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